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ポスト2020枠組み交渉での位置づけ

A：過去の振り返り・現状把握・将来予測 → B:枠組み/コンセプト/事業の精査
→ C:内部調整 → D:文書化と決定

A: 自然に関する現状と予測（IPBES報告、2020年５月）

B: 2020枠組みの全体イメージ（第１回ポスト2020作業部会）、目標のイメージ
（SBSTTAをおえ、ここまで来た）、目標ごとの文言整理（第２回ポスト2020作
業部会、2020年２月）、枠組み後半部分・指標や実施の仕組みの検証（第24回
SBSTTAおよび、第3回SBI、2020年５月）

C: 目標を現実化するためのノウハウの共有や戦略作り（IUCN-WCC2020、2020
年６月）、ポスト2020枠組み全体整理（第３回ポスト2020作業部会、2020年７
月）、ポスト2020枠組みへの政治的意思表明（国連総会、ネイチャーサミット、
2020年９月）

D: 最終合意（CBD-COP15、中国・昆明、2020年１０月）
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愛知目標（生物多様性戦略計画2011-
2020）の構造でいうと、、、

本体決定部分

• 付属書の“採択”

• 付属書の実施に向けた合意事項

付属書１

• 愛知目標（戦略計画）本体

• 背景、ビジョン、ミッション、
ゴール、ターゲット、実施手段
などの目次と本文

両方をもって、国際的に意味を成
す（機能する）文書

ここの文章化に
向けて、組み込
むための要素出
し
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2030ミッション

• (a) 行動志向→成果→要素明示型） “Implement solutions across society by all stakeholders to 
halt and reverse biodiversity loss and enhance benefits-sharing/benefits of ecosystem services, 
contributing to the global development agenda and, by 2030, putting the world on a path to 
achieve the 2050 vision”:
(b) 成果志向型＋行動＋目的明示型） “By 2030, put nature on path to recovery for the benefit 
of all people by protecting wildlife, restoring ecosystems, tackling the drivers of biodiversity loss 
and avoiding a climate crisis”
(c) 成果志向型＋目的明示） “By 2030, halt and reverse the unprecedented loss of biodiversity 
and put nature on a path to recovery for the benefit of all people and the planet.”
(d) 愛知ターゲット踏襲型） “Take effective and urgent measures to halt the loss of biological 
diversity in order to ensure, by 2030, that ecosystems are resilient and continue to provide 
essential services, ensuring in this way the variety of life of the planet and contributing to 
human well-being and the eradication of poverty”
(e) 主流化型） “By 2030, effectively integrate biodiversity into productive sectors and generate 
transformational changes in production and consumption patterns that allow the re-valuation of 
biodiversity and ecosystem services”
(f) 行動志向型＋SDGｓ） “Implement solutions to address loss of biodiversity in order to 
increase the benefits that it provides to sustainable development”
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論点を整理すると

• 「解決策を実施」という行動志向要素、「生物多様性の損失がとまる／回復の道
筋に置く」という成果（状態）志向要素

• 状態志向は、2030年までに（Net)損失を止めるのか／戻す／回復の道筋に置く
（回復までは至らない）の３つのパターンがあります。

• 回復の道に置く（Put Nature Pathway to Recovery)というミッション設定は否
定されなかった。科学的・技術的に、今後の検討の選択肢となった。

• これに加え、人々［の利益］［と地球］のためにという目的明示の要素とそこに
3つくらいの組み合わせが見て取れる。他に、主流化や持続可能な開発（目標）
といった要素も、ただ主流化はミッションにはふさわしくないという意見も。

• 要素を盛り込むより、短めが良いという意見が多かった
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IUCNの主張

• ビジョン→ミッション→目標→指標→条件整備（Enabling
Condition)→→→国家目標（NBSAP)の連続性・整合性

• 世界枠組み設定と、国の枠組み設定・実施のギャップを少なく

• サイエンスベースドターゲット

• 生物多様性コミットメントの仕組み

• 個別の目標について、文案を提示し、具体的な議論を促進
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種の目標案（愛知ターゲット12の後継）

• 2030年までに種の個体数の減少を止め、それにより、2050年
までに回復させ、全種の絶滅を防ぎ、2030年までに、少なくと
も30％の種のステータスを改善し、2050年までに、全種のス
テータスを改善する。

• Halt overall species’ population declines by 2030 such that 
they have recovered by 2050, prevent extinction of all species 
by 2030 and 100% by 2050
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保護地域 https://naturebeyond2020.com/

• 陸地を大きく、都市、農地景観、自然という大きく土地を区
切って、重点を変える手法を提案

• ３つの区分で行くと、絶滅危惧種が集中する生息地との重複
もあり、合理性もある

• 都市（18％）＝絶滅危惧種の保全や生態系断面化の解消組強
化。再生可能な農業/消費の推進などの主流化

• 農地景観（56％）＝KBAの保護地域カバー率の向上や、生態
学的代表性や連続性の確保。生態学的プロセスや固有種の個
体数の復元や維持

• 大規模野生地域（26％）＝生態学的完全性の保持。大規模保
護区や先住民地域保全地域などの拡張

• 海洋でも近いアプローチが可能
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その他（遺伝的多様性や生態系）

• 2030年までに、野生および家畜化/栽培化された種内の多様性
の損失を食い止める

• Halt the loss of genetic diversity within wild and 
domesticated species

• 2030年までに、地球の陸地・海洋・淡水にわたって、自然生態
系や近自然生態系の統合性(integrity)や完全性(intactness)の純
損失(net loss)を止める

• By 2030, halt the net loss of integrity and intactness of 
natural or near-natural ecosystem over the planet’s 
terrestrial, marine and fresh water surface.
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にじゅうまるプロジェクト
BD20.jp

国際会議レポート
SBSTTA23

一歩前進？まだまだ長い道
のりを残す ポスト2020枠
組み

http://bd20.jp/2019-12-4/
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これからのフェーズ

• 2019.11 SBSTTA/8(ｊ）（モントリオール）

• 2020.2 OEWG 2nd （昆明）

• 2020.5 SBSTTA/SBI(モントリオール）

• 2020.6 IUCN-WCCマルセーユ

• 2020.7 OEWG 3rd （カリ）

• 2020.9 UN-ネイチャーサミット

• 2020.11 COP15

IPBESの成果からポスト2020枠組
みに必要な目標や、指標等を検証

する機会
ゴールとターゲットについ
ての文案（共同議長案）を

検討する機会 愛知ターゲットに対する政府の対
策評価（GBO5)と検証

“資金”含む、実施手法に関する項
目を検討する機会ポスト2020に掲げられる目

標の「具体化」の手法
（ユース参画含む）を世界
中から集め、レベルアップ

させる機会 ポスト2020を上から下まで整合性含
め確認し、目標のオプションをまと

める機会

首脳級や政治家の関心を高
める機会

オプションから、目標を設定する機
会
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これからのフェーズ
IPBESの成果からポスト2020枠組
みに必要な目標や、指標等を検証

する機会
ゴールとターゲットについ
ての文案（共同議長案）を

検討する機会 愛知ターゲットに対する政府の対
策評価（GBO5)と検証

“資金”含む、実施手法に関する項
目を検討する機会ポスト2020に掲げられる目

標の「具体化」の手法
（ユース参画含む）を世界
中から集め、レベルアップ

させる機会 ポスト2020を上から下まで整合性含
め確認し、目標のオプションをまと

める機会

首脳級や政治家の関心を高
める機会

オプションから、目標を設定する機
会

ユース参画の指標設定、
IPBESの主要な成果が
もれないようにする

ゴールとターゲッ
トで設定すべきこ

と

実施手法（生物多様性
国家戦略）へのユース

の参画ユースによる事業
のアピールと、支
援/投資を引き出す

未来世代にとって良い
オプションが残るよう

に

政治家の関心を引
き出すアクション

オプション＝意欲度に
ついての意見

＊テーマ別会合は随時実施される見込み。例えば、世界ユースサミットは、2020年の4月に、日本で開催検討中。
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ポスト2020枠組みのポイント

• ミッション：生物多様性の損失を止めるための行動（ABT) から「損失を

止め、復元へ」の視点

• 生物多様性の損失要因への対策：土地利用.消費と生産への視点の強化

• 生物多様性コミットメント/主流化：多様な主体の参画推進（環境省以外

も生物多様性に取り組む。多様な企業/業種が、生物多様性に取組む）

• SDGSｓリンク：持続可能な地域（環境－社会－経済）づくり、循環経済

（Circular economy)、地域循環共生圏

• これらを受けた、参加型で、効果的な生物多様性国家戦略や地域戦略の策

定と、透明性・アカウンタビリティー・途中追加のある実施と、条件整備

（Enabling Condition)
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IUCN-Jの取り組み

• 道家（NACS-J)、三石（UNDB-J、IUCN-J会員団体）の交通費支援
Thanks to 地球環境基金、経団連自然保護基金

• 参加NGO向けの事前SBSTTAレクチャー

• 詳細なログ・レポート作成。参加期間中の解説ー現地参加者向け、ウェブ
ブログ

• 生物多様性条約事務局とのCOP15向けの情報収集

• 報告会（プレゼンの公開）

• 生物多様性の世界目標づくりへのユース参画の支援ー生物多様性ユースア
ンバサダー事業（ご協賛企業・ご寄付を募集中）
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